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＜研究継続の妥当性評価＞ 

・ 非破壊検査手法の信頼度を高めるため、指摘事項に留意しながら、計画通り研究を継続することが妥当で

ある。 

 

＜今後の研究計画・方法への指摘事項＞ 

1. 劣化状況の評価と構造物の安全性評価、補修補強対策とを結び付け、非破壊検査手法の信頼度を高めるた

めの検討を十分に行って頂きたい。その際には、提案されている各非破壊検査手法が従来方法とどのよう

に異なり、それによりどのように性能評価・精度が向上するのか、またそれぞれの検査手法の適用条件・

範囲について具体的に整理して頂きたい。 
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